
オ
ー
ト
バ
イ
用
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
を
身
に
付
け
、

参

啓
発
を
行
う
様
子

大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

横
浜
市
で
は
こ
れ
ま
で
に
様
世
界
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
シ
リ
ー

肩
肘
引
旧
址

w
w
w
｡
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1
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1
1
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u
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U
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４
５
・
６
４
１
・
３
２
８
４
へ
。

ポ
ー
ツ
推
進
特
別
委
員
会
で
委
ン
競
技
も
世
界
大
会
を
開
催
し

員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
て
い
る
経
験
と
実
績
を
積
極
的

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
に
Ｐ
Ｒ
し
て
、
そ
の
誘
致
に
向

市
民
の
み
な
さ
ん
が
身
近
な
と
け
た
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て

こ
ろ
で
健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
　
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
個

ツ
に
取
り
祖
め
る
よ
う
な
環
境
人
的
に
は
、
横
浜
市
綱
引
連
盟

々
な
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
大
会
が
ズ
第
５
戦
と
な
る
横
浜
大
会
が
づ
く
り
が
必
要
と
の
調
査
結
果
の
副
会
長
と
し
て
綱
引
競
技
の

開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
２
０
山
下
公
園
周
辺
を
舞
台
に
行
わ
を
ま
と
め
、
議
会
に
報
告
を
致
Ｉ
Ｏ
Ｏ
年
ぶ
り
の
復
活
を
目
指

０
２
年
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
れ
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
観
戦
し
ま
し
た
。
お
住
ま
い
の
地
域
し
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

カ
ッ
プ
を
は
じ
め
、
国
際
陸
上
、
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
気
軽
に
身
体
を
動
か
す
こ
と
　
世
界
の
ト
ッ
プ
選
手
た
ち
が

世
界
卓
球
や
荻
村
杯
な
ど
で
、
は
２
０
０
９
年
か
ら
始
ま
り
、
や
趣
味
の
ス
ポ
ー
ツ
を
継
続
し
躍
動
す
る
様
を
直
接
自
分
の
目

私
た
ち
横
浜
市
民
に
興
奮
と
感
今
年
で
６
度
目
の
開
催
と
い
う
て
行
う
こ
と
、
障
害
を
お
持
ち
で
確
か
め
、
肌
で
感
じ
る
機
会

勤
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
と
で
、
初
夏
を
告
げ
る
横
浜
の
方
々
に
も
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
は
、
特

ま
た
、
２
０
１
９
年
に
日
本
で
の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
っ
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ハ
ー
に
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

開
催
さ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ー
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
　
　
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
整
備
が
大
き
な
希
望
と
勇
気
、
そ
し
て

ル
ド
カ
ッ
プ
で
も
、
横
浜
が
試
　
横
浜
大
会
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス
重
要
で
す
。
ま
た
、
小
さ
い
こ
夢
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
思

合
会
場
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
リ
ー
ト
男
女
・
一
般
男
女
・
障
ろ
か
ら
運
動
す
る
こ
と
に
慣
れ
　
い
ま
す
。
私
も
お
か
れ
た
立
場

　
去
る
５
月
１
６
日
と
１
７
日
に
は
、
害
者
・
リ
レ
ー
で
競
技
が
行
わ
る
こ
と
も
大
切
で
、
そ
の
た
め
か
ら
精
一
杯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

れ
、
２
千
名
を
超
え
の
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
る
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

る
選
手
が
２
日
間
に
小
学
校
へ
も
訪
問
し
て
参
り
ま

わ
た
り
熱
戦
を
繰
り
し
た
。

広
げ
る
ア
ジ
ア
唯
一
　
　
２
０
２
０
年
に
は
再
び
東
京

の
大
会
と
な
っ
て
い
　
で
五
輪
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今

ま
す
。
　
　
　
　
　
の
と
こ
ろ
横
浜
で
は
サ
ッ
カ
ー

　
私
は
昨
年
度
、
市
競
技
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

会
健
康
づ
く
り
・
ス
て
い
ま
す
が
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

生
ま
れ
育
っ
た
街
に
活
気
を

人
物
風
土
記

●５月から磯子区連合町内会長に就任した

　　題字は

林文子横浜市長
高田誠ａ

磯子在住　87歳

　
ノ
こ
一
く
ム
ー
ｌ
ｌ
Ｉ
に
ｊ
ｌ
ｌ
べ
こ

ア
の
竹
の
楽
器
。
当
日
は
、
国

内
唯
一
の
プ
ロ
の
奏
者
で
あ
る

岩
田
英
憲
氏
が
「
風
の
峠
～
銀

漢
の
賦
～
」
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
木
曜
時
代

劇
）
や
、
ミ
ス
サ
イ
ゴ
ン
の
「
わ

Ｍ
　
４
９
Ｊ
Ｑ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ロ
ー
こ
ｐ

護
者
同
伴
の
中
学
生
以
下
無

料
）
。
申
込
み
や
問
合
せ
は
同

施
設
四
〇
４
５
・
７
６
１
・
３

８
５
４
（
午
前
１
０
時
～
午
後
５

時
）
へ
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村
尤
耳
冊
て
芒
名
　
拿
や
吋
び
一
一
む
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一
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ｊ
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．
と
曇
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ダ無料説明会
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一

横
浜
産
野
菜
で
ピ
ザ
作
り

　
子
育
て
中
の
主
婦
に
も
料
理

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
屏

風
ケ
浦
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
で
５

月
２
１
日
、
保
育
付
き
心
料
理
教

室
が
聞
か
れ
た
。
同
施
設
が
今

年
度
か
ら
新
た
に
企
画
し
た
事

業
で
、
今
回
は
４
回
講
座
の
Ｉ

回
目
。
主
婦
６
人
が
参
加
し
た
。

　
講
師
を
務
め
た
の
は
、
シ
ニ

ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ
＆
食
育
マ
イ

ス
タ
ー
ー
の
高
崎
順
子
さ
ん
。
地

産
地
消
も
テ
ー
マ
の
一
つ
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
野
菜
は

　
平
日
は
休
診
日
が
な
く
、
土

曜
も
午
後
８
時
ま
で
診
察
（
※

患
者
の
都
合
に
合
わ
せ
８
時
以

降
も
延
長
可
能
）
。
週
末
忙
し

い
人
や
仕
事
帰
り
の
通
院
に
も

適
し
て
い
る
の
で
は
。
駅
徒
歩

１
分
で
ア
ク
セ
ス
も
良
好
だ
。

港南台歯科医院
◆診療時間〈月曜～土曜〉

　　　　10:00～13:30/

　　　　15:00～20:00

　劃但し幽老楷lごｰ合により20詩以降まで延1可】

◆休診日日曜･祝日

登045･831・6300
|．．．＿＿＿２＿．･ｌ．．．＿＿＿_|

　．港南区港南台4-1-3-aF

子
育
て
主
婦
向
け
料
理
教
室

主
に
横
浜
産
が
用
意
さ
れ
た
。

　
参
加
者
は
横
浜
産
の
春
キ
ャ

ベ
ツ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た

ピ
ザ
、
新
玉
ネ
ギ
や
ニ
ン
ジ
ン

た
っ
ぷ
り
の
ミ
ネ
ス
ト
四
Ｉ
ネ

ス
ー
プ
、
い
ち
ご
の
白
玉
作
り

な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

　
汐
見
台
か
ら
参
加
し
た
主
婦

は
「
思
っ
た
よ
り
も
ピ
ザ
が
簡

単
に
作
れ
る
と
知
っ
て
驚
い
た
。

家
で
も
試
し
て
み
た
い
で
す
」

と
話
し
た
。

　
ピ
ザ
生
地
に
横
浜
産
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
を
乗
せ
る
参
加
者
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Ｗ
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｀
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相
続
・
遺
言
の
無
料
相
談
会

磯
子
公
会
堂
で
６
月
７
、
1
4
日

　
行
政
書
士
高
田
吉
衛
事
務
所

は
６
月
７
日
、
１
４
日
に
磯
子
公

会
堂
３
階
会
議
室
Ｉ
（
Ｊ
Ｒ
磯

子
駅
徒
歩
５
分
）
で
相
続
や
遺

言
に
開
す
る
無
料
相
談
会
を
開

催
す
る
。

　
「
夫
心
財
産
は
確
実
に
妻
に

高
田
所
長
が
親
身
に
相
談
に
応
じ
る

相
続
さ
れ
る
の
」
と
い
っ
た
相

続
に
関
す
る
疑
問
や
遺
言
書
の

書
き
方
な
ど
、
地
元
で
継
続
し

て
相
談
会
を
間
く
高
田
所
長

と
、
協
力
事
務
所
の
書
士
ら
が

親
身
に
相
談
に
応
じ
る
。

　
時
間
は
午
後
１
時
翌
～
５

時
ま
で
（
４
時
半
受
付
終
了
）
。

希
望
者
は
電
話
予
約
を
。

■
行
政
書
士
高
田
吉
衛
事
務
所

磯
子
区
岡
村
１
雰
の
３

1
1
0
４
５
・
７
５
８
・
２
０
８
０

禄
涯
丿
憚
妬
漣
外
丿
恭
う

　
　
　
3
0
・
3
1
日
、
６
月
２
日

昨
年
の
「
ビ
ー
ム
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
」

　
恒
例
心
「
横
浜
開
港
祭
」
が

５
月
３
０
日
、
３
１
日
、
６
月
２
日

の
３
日
間
、
西
区
の
臨
港
パ
ー
ー

ク
を
中
心
に
横
浜
港
を
臨
む
エ

リ
ア
で
行
わ
れ
る
。

　
例
年
８
０
万
人
も
の
動
員
が
あ

る
と
言
わ
れ
る
日
本
最
大
級
の

「
市
民
祭
」
。
今
年
の
目
玉
は
、

例
年
人
気
の
光
と
音
と
花
火
に

よ
る
「
ビ
ー
ム
ス
ペ
ク
タ
ク
ル

Ｃ
メ
て
埋
し
‐
1
．
に
ヌ
。
一
ト
。
し
Ｉ

ム
・
オ
ブ
・
ハ
ー
言
１
」
な
ど
。

ま
た
、
２
年
ぶ
り
に
「
横
浜
開

港
気
球
フ
ラ
イ
ト
体
験
」
が
復

活
す
る
。

　
新
企
画
と
し
て
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
未
来
パ
ー
ク
や
市
内
を
中
心

と
し
た
小
中
高
校
生
ダ
ン
サ
ー

に
よ
る
Ｊ
ン
テ
ス
ト
も
。
そ
の

他
、
飲
食
な
ど
多
彩
な
コ
ン
テ

ン
ツ
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　
詳
細
は
開
港
祭
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ー

ジ
。
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相
続
と
不
動
産
の
悩
み
解
消

専
門
家
が
セ
ミ
ナ
ー
と
無
料
相
談
会

　
相
続
・
不
動
産
・
生
命
保
険

の
問
題
は
身
近
で
深
刻
だ
が
、

誰
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
難
し

い
も
の
。
「
円
満
相
続
対
策
セ
ミ

ナ
ー
」
と
「
相
続
・
不
動
産
・

生
命
保
険
の
無
料
相
談
会
」
が

６
月
７
日
間
に
横
浜
市
技
能
文

化
会
館
７
階
７
０
１
会
議
室

（
中
区
万
代
町
２
の
４
の
７
）
で

開
か
れ
る
。
極
め
て
専
門
性
の

高
い
（
公
認
）
不
動
産
マ
ス
タ

’
・
－
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー
ら
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
る
。

　
相
談
内
容
は
、
円
満
な
相
続

対
策
や
不
動
産
を
使
っ
た
相
続

対
策
。
借
地
・
借
家
の
権
利
調

整
、
不
動
産
の
購
入
・
売
却
・

有
効
活
用
、
保
険
の
見
直
し
や

老
後
資
金
対
策
な
ど
相
続
・
不

動
産
・
生
命
保
険
に
関
す
る
全

て
の
相
談
が
で
き
る
。
主
催
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
Ｆ
Ｐ
普
及
協

議
会
で
は
「
多
く
の
増
税
が
予

想
さ
れ
る
今
、
ご
自
分
の
相
続

・
不
動
産
・
生
命
保
険
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
」
と
話
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
目
午
前
９
時
半
～

１
１
時
半
、
相
談
会
＝
午
後
１
時

～
８
時
。
会
場
は
Ｊ
Ｒ
関
内
駅

か
ら
徒
歩
５
分
、
ま
た
は
地
下

鉄
伊
勢
佐
木
長
者
町
駅
か
ら
徒

歩
３
分
。
参
加
費
無
料
。
定
員

践
笑
で
予
約
制
。

　
申
し
込
み
は
同
協
議
会
受
付

係
四
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５
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　災害時の全ての行動は情報から始まります｡○○で火災が発生したとか､どこの誰が大怪我など

レの情報があれば適切な行動がとれますが､情報がなく無暗な行動は効果的ではありません｡家族，

11　が生き延びるための情報としては､ここは大丈夫か逃げなければならないか､どこへ逃げれば良ｙ

ｌ　いか､などの判断すべき情報が必要です｡地域で2次被害を防ぐための共助に必要な情報として

ニ被害の状況､その情報に基づく共助活動のための情報伝達が必要です｡発災直後は近隣地域の

乙助け合いが決め手です｡その時点では緊迫した重要な情報伝達があ０ますが遠距離の情報伝達ｊ

Ｕま殆どありません｡時間経過と共に徐々に他の地域との連携や行政へ依頼の連絡も始まり情報伝1，

と　達の距離が延びてきます｡さらに時間が経過すると生活用品の要望や遠くの親戚等に安否を知ら　叉ﾆ

　せるなどが始まります｡このように災害時の情報伝達は､緊迫した重要な段階は伝達距離が短く、Ｊ

　時間経過と共に情報の緊迫性･重要性は減少するものの伝達距離は延びてきます｡さて皆様の地宍

ｌ域では発災直後の電話ケータイの使えない時点の情報伝達手段を準備されていますか?　　　　１
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｢情報の緊迫性言責性」は聴聞と共jこ低下する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伝達距離jは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間と共に拡大する
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１　　良丿減災を’目指しヽ家庭や’
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1:〉老雄の防災カ向上の研究

　　　　　　　　　を重ね､その成果の発信や
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主
催
／
宅
建
協
会

「
借
地
」
な
ど
法
律
関
係
に
っ
い

て
答
え
る
。
一
方
、
土
地
家
屋

調
査
士
に
よ
る
相
談
会
は
「
登

記
」
「
境
界
」
「
測
量
」
な
ど
の

各
種
相
談
に
対
応
す
る
。

　
両
相
談
会
と
も
１
月
と
８
月

を
除
き
、
原
則
と
し
て
毎
月
第

叉
曜
昌
午
後
１
時
３
０
分
か

ら
４
時
３
０
分
ま
で
実
施
（
相
談

時
間
は
Ｉ
件
３
０
分
）
。
相
談
希

望
者
は
要
電
話
予
約
。
そ
の
ほ

か
不
動
産
相
談
員
に
よ
る
相
談

（
予
約
不
要
）
も
実
施
中
。

■
横
浜
南
部
支
部

港
南
区
上
大
岡
西
１
の
ｇ
２

パ
ル
ポ
ー
ト
上
大
岡
３
階

四
〇
４
５
・
８
４
３
・
２
１
０
３

義
歯
、
ク
ラ
ウ
ン
、
ブ
リ
ッ
ジ
、
詰
め
物

１
日
で
セ
ッ
ト
ま
で
可
能

　
港
南
台
駅
前
に
開
業
し
高

年
の
「
港
南
台
歯
科
医
院
」
で

は
、
義
歯
（
入
れ
歯
）
や
ク
ラ

ウ
ン
、
ブ
リ
ッ
ジ
、
詰
め
物
な

ど
を
１
日
で
完
成
さ
せ
、
セ
ッ

ト
ま
で
行
え
る
。

　
一
般
的
に
義
歯
の
製
作
に
は

２
～
３
週
間
ほ
ど
か
か
る
が
、

同
院
に
は
専
門
の
歯
科
技
工
上

が
常
駐
し
て
い
る
た
め
、
即
日

の
対
応
が
可
能
。
使
用
中
の
義

歯
な
ど
が
突
然
不
具
合
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の

日
の
う
ち
に
新
し
い
も
の
に
作

り
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

心
強
い
。
あ
る
患
者
の
中
に
は
、

海
外
旅
行
前
日
に
義
歯
が
不
具

合
に
な
り
慌
て
た
も
の
の
、
同

院
で
す
ぐ
に
対
応
で
き
た
た

め
、
「
問
題
な
く
旅
行
を
楽
し

め
た
」
と
い
う
ケ
ー
ス
も
。

弁
護
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

不
動
産
の
無
料
相
談
会

　
南
区
・
港
南
区
・
磯
子
区
・

金
沢
区
の
不
動
産
業
者
で
構
成

し
て
い
る
公
益
社
団
法
人
神
奈

川
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
横

浜
南
部
支
部
は
、
年
間
を
通
じ

て
弁
護
士
と
土
地
家
屋
調
査
士

に
よ
る
不
動
産
の
無
料
相
談
会

を
実
施
し
て
い
る
。

　
弁
護
士
に
よ
る
相
談
会
は

「
賃
貸
」
「
売
買
≒
契
約
≒
相
続
」

　
　
悶
箇
分

　
　
‘

昌
宍

　
　
一
月
月
　
ゝ

　
　
６
７
　
分

Ｅ
｛

　
　
圖
　
　
圖
　
　
※

た
。
「
街
の
こ
と
っ
て
い
う
心
は
美
し
い
組
子
模
様
を
施
す
。
難

一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
。
周
し
い
仕
事
だ
が
、
県
の
名
工
に

り
心
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
支
え
て
選
ば
れ
る
ほ
ど
の
腕
的
だ
。
誤

　
○
・
：
区
内
の
自
治
会
町
内
会
わ
っ
て
き
た
が
、
大
役
は
初
と
　
○
・
：
若
い
こ
ろ
か
ら
街
の
行
く
れ
た
か
ら
こ
こ
ま
で
や
っ
て
差
の
許
さ
れ
な
い
繊
細
な
作
業

を
ま
と
め
た
組
織
「
磯
子
区
連
な
る
。
今
後
の
活
動
に
プ
レ
ッ
事
に
参
加
し
て
き
た
こ
と
で
、
こ
ら
れ
た
ん
だ
よ
」
と
感
謝
の
に
加
え
「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
な
出

合
町
内
会
長
会
」
の
ト
ッ
プ
に
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
「
で
き
地
域
活
動
に
携
わ
る
よ
う
に
。
言
葉
を
口
に
す
る
。
災
害
対
策
来
じ
ゃ
な
い
と
駄
目
」
な
職
人

就
任
。
磯
子
地
区
の
連
合
会
長
る
範
囲
で
取
り
組
ん
で
い
け
れ
磯
子
浜
西
町
内
会
で
は
会
計
を
や
高
齢
化
、
商
店
街
の
衰
退
な
気
質
。
地
域
で
行
う
木
工
細
工

と
し
て
こ
れ
ま
で
区
連
会
に
携
ば
」
と
抱
負
を
語
る
。
　
　
　
　
１
０
年
、
会
長
高
年
務
め
て
き
ど
、
地
域
全
体
の
課
題
に
目
を
教
室
も
「
参
加
者
が
楽
し
そ
う

向
け
な
が
ら
「
街
の
に
ぎ
わ
い
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
か
ら
準

を
作
る
た
め
、
み
ん
な
で
協
力
備
も
頑
張
る
」
と
嬉
し
そ
う
に

し
て
い
け
た
ら
ね
」
。
優
し
い
笑
語
る
。

顔
を
浮
か
べ
て
意
気
込
む
。
　
　
　
○
…
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
カ

　
皇
・
磯
子
出
身
。
海
苔
の
養
メ
ラ
が
趣
味
。
軍
事
教
練
の
と

殖
が
盛
ん
だ
っ
た
様
子
や
遊
び
き
で
も
絶
え
ず
持
ち
歩
き
、
仲

な
が
ら
泳
ぎ
を
覚
え
た
こ
と
を
間
の
姿
に
レ
ン
ズ
を
向
け
た
。

振
り
返
り
な
が
ら
、
家
の
目
の
今
で
も
旅
行
に
は
必
ず
カ
メ
ラ

前
に
広
が
っ
て
い
た
磯
子
の
海
と
Ｅ
脚
を
持
っ
て
出
か
け
る
が

を
懐
か
し
む
。
街
の
シ
ン
ボ
ル
「
ず
っ
と
担
い
で
い
る
と
重
た
く

だ
っ
た
磯
子
プ
リ
ン
ス
や
市
電
て
」
と
照
れ
笑
い
。
撮
影
す
る

と
自
動
車
が
行
き
交
う
国
道
１
６
の
は
風
景
が
主
だ
が
仲
間
の
集

号
線
。
活
気
溢
れ
る
街
の
様
子
合
写
真
も
楽
し
む
。
新
会
長
と

は
今
も
忘
れ
な
い
。
仕
事
は
建
し
て
「
人
が
集
ま
っ
て
活
気
溢

具
職
人
の
道
を
６
０
年
あ
ま
り
。
れ
る
街
に
な
っ
て
ほ
し
い
よ

細
か
く
加
工
し
た
木
を
祖
み
合
わ
」
。
生
ま
れ
育
っ
た
磯
子
区
を

わ
せ
、
ガ
ラ
ス
戸
や
扉
な
ど
に
活
気
づ
け
る
日
々
が
始
ま
る
。
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